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1)
CPtcr氏(1945)等によると,1･3･dichloropropc･

ne(CII2C1二CH=CⅡCl)と1･2･dicllloropropatleノ
(cIもJcHC1-CH2C1)との混合物 (bpl120.D

..-Dと呼ばれている･)-が土塊中に棲息する線虫数

(Ncmatodcs).の矯宗野として'SF常に優秀である
'と共に'､らクゾウ(Cat_andraoryziieL･)等の焼

/蒸剤とし七も亦零れた効力を示し,pその殺虫力は

chloropicri益Cのそれに甚放す早･ 一併し乍ら同

氏等は上述の=化合物の沸点を異にする混合物並 ■
光･

た､1･2-dichloroprof･ancの殴虫試鹸結果を提示､

r.してい8'に留るのみならず亦化畢的にも戯野性を

欠咋 うらみなしとしない･Lt依?て轟音は qi･
I_chloropropcne(5隆),dichlorpropane(4位)の

異性体の各ふ或は共等の或る畳比の混合物の物理I
-及年化塾性と殺虫力声の関係を究明せんとt･て本.

蟹験に討手した･而るに本邦狩於てはproppne並

･にL､pr9Pane瓦斯が全 く痔 られない離 合項の困
難を来し'中途に於て質験を未完成に終るの止む.

たきに到った･鼓には単に 1･2-叫 hloTOPTOPen占

'･と 2･2-dichloiopr諾anleとを合成ト-∴英等の各 -
々及び両者の混合物(1ゴ1)の簡単な殺串試験を行 ･

った結果を執脊する･ t＼

声質股朋 召和22年4t.月から9月に亙って本革畠 .
林化撃教壇に於て卒業論文雪駄として行った研究

の｣部であり,御指導下さった武居三書先生及び

幣比のものの効力は弱い･
残※以下混合物 と呼ぶ ･一

LqJ / 1

( 一Ir 昭和23年5月10日受付■

､-楓 C殺旦画 数の甲琴示と御投択 賜',,た本学昆虫 -
厚顔究重め円田聯 B先生に謹んで感謝の意を表す

ると共た,御親切な御援脈 輿叫 ,れた爾研究塁
･.の諸先年並咋各位に惜みなき謝意牢表する次第で

･ある･, ＼ t Lノ ,(
貿 駿 の ■郡 ▲

十 ,'l･'/供鰻 重 撃造 ･

1･21dic山or9PrOPeneと.2e-dichloropropan〇

一の両物質は普通には,拙攻的簡単にPrOPCnC及
.2)

ノーは此等の瓦斯の入手が困難であ'9た馬に',･非'Ef用

的な方法であるが次の方法に従って行った･即ち ､

∴;,C,e.tpoan:e篭慧 警 慧琵 蒜 芸 daic.:!ocrhこ

rr::ar::e芸憲 慧 nALoTs三言2a-Ltcr.ihC.hLt器J' .I

性加里で脱挺酸して1･2-dichloropropcneを合成 Z

tLL声 ,.- / . , t

I～ CⅡ3-cc;-_CcHc3.7:_PcCLS謡 玩_cti=｡Ⅱ2

･CⅡ3-cc.-CH;･Ci,買 -'J 一 ､

i

･1cIも-CC12-CⅡ2Cl+CⅡ8-1cHclこCHCll

CfIよこCClZJCH皇Cl'+ROII一十･

､ 今還 謡 acmTtcL'{cE;cf=蒜 芸 .Li

一物理及び化笹性の二三を示すと第1表の按である● 1 1

一第 1表 ;供武並に封照薬剤の性質＼

表 ∴ ま ∴ ヰ ｣ を亘 .-,云~卜撃示 示
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防 虫 科′串

(皿)殺 虫 試 臨

'転義昆d ･･･禅 学畢準 軸 如 飼育享
3,クノウの系統を雌雄を考慮せすして用いた･し ′

貿除の方法:〉内容500ccの供栓を府した三角フ

･ラスコに位重な個体50世と'次で貿剤の一定丑を

ミク- サ トで入れ･枚tL糊轡 閉すう･これ
を300の恒泣虫円に旺き48時間筏に供試虫の生死

を調べた･此の場合生死の判別は申何なる刺戟を'･

輿-ても重 く動かちいもの及び軍の根尖や針の筆

端等で一寸刺戟したりすると脚や開角等を昏撃的
l ●̀一一

/ J ＼̀ I
●〉 ヽ

l' ′第 2表 ･･Rrb.良

1･21diollloropropeno
mi王tllrOOfboth

丁

妨 10班
※

に放て求'められた二硫化果無のそれと比校し供弥

燕剤aj有効度を明かにしようとした･ 併し乍ら

I2･_0-diclllor6propaneに於ては此れを諌めるに相

似LVl低が得られす, 又混合物に於ても氾庇Ⅹ

rの段階故の不足より/Y=0からY=3＼の間に示声

るべき駁測値の不備をもたらし,回犀方程頭 定
9)

は精々困難であった･''Blis噂 は供試昆虫の集国

.に於て外部カモらの有事刺戟に封する抵抗性は刑乾′
･丑の或る由数に関して正規分布をUて居り,此の

正規曲線の横軸を決定する由数は幾何由敬でb/少､
L/.

拭 放.結 果､

compotltld8 1
(1;1)

2･2diohloroprorpneI

警xl急'･(題 ,巨 覧 (mP/Lヂ
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に微かに動かすも甲を死虫と詔やた･伽 くゝして!
生死を枚した供試虫を闇にJ;下爾端を布で覆った

ガラス製円筒に入れ再び300の恒湿器中に政配し

24時間毎に4日間に亙り死虫数の変化を取察し滋.

同二浪皮に於ける貿験国数は絶て-回せb:る･./
.統取の結果･･稜々な東剤の濃度で48時間虚現し8)
た場合の殺虫率を1Abbotの式により補正して示

したのが第2衣である､･倍上述の方法匹よる取察

･に於て,其の後.4日間に死虫教の変化は殆んどな

かった.･

Bliss氏及び大将',長滞両氏の提案した方法に

3:少第2髭の結Eとから喝丑-殺虫車曲紋を求め.･_

その一姻 換忙よって回田方程式Y-‡(X'-M)l
を訪印し供試昆虫に封する俳論罪刑の作用特性を

知ると共に'第3_衣に示す諸項を計辞により求め

此等の値を本草袋畢部昆虫撃研究虫に於て著者と,

同位のTf放任件並に方決はよってコクゾウの雌雄

7) ､さ)

就中尤もしぼ.しぼ刺戟丑の封数を取るとL'たが･

著者の伽 潜 巣に於ては,多くの照煎剤に就て円
由,春川両氏が指摘した枝に刺戟丑そのもめを取.

るのが相臆しかった/～

I1･占-dicbloropropcnc Y-1志 (,Ⅹ -6･84)~lI

miⅩtllreOfbothcompollnds ′
7-でも (Ⅹ-11･6)

二丁--::弓 三
☆-了妄 (Ⅹ1-6ィ91)

Y辛_長 持｣6･･84)

●鼓にⅩ政濃度(甲g/L)を･YはN･E･I)(normal■■■
equivalent'deviatiop)を示すlものであ声-･)

媒此の援助は東署の賛助と同瞳に行われたものでな

(い･饗虫牢政に際し骨に相撃しい抵抗性の分布を持
つ供試昆虫の集団を材料として使用することは到底

流 れなし:･釣るに敢て比較するのは相対有効皮の

大凡を知ろう､とするに外ならか ･ J/
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,-1 r-･4ノ6 8 10 lZ/4 J･6 lJC te

ー ′Ⅹ (",A/i)
～ ＼･ 第1固 :一次担投を施した岱2表の硯iRIJ

I . 倍とそれか.ら計辞した凹躍緑

顛丸は1･･p･EiShlo_ropTPene'白丸はmixtnrb
pfbothcomqaundS,長粒は封周曲線を示す･,

′

巨 あるLl･2-dichlorlob,roiene,M &等禦 娘
虫カを持ち･.その比は少 くともchlorepICrinc'と
=硫化茨素の現虫力の此vE,よって規は~される程で

あるT

･要 ･､● 約

1)I'ichloropro?en占,dichloroproppncの異性

年中各空及び共等の適合物の夢虫舶 比較する日'

的を以って先ず 1･2-dichtoropropencと.O:2-di-

chloropropaneとを合成した･

I2)共等の各々及び両者の混合嘩 (1･'1)に放て,I

夫々の濃度と敬虫革め紺係を,コクゾ,クを使用して1
800,48時間燥蒸により調べた･ ･
'8)畔等薬剤の有効度は二硬化米素を封照とし,

_その殺虫力と此等薬剤のそれとを比校し'中位瞥

畳'有効雷畳並に殺虫能率等を求めて判定した･,

~ ■ ■ ■
-第3表 ;供試並に胡周串剤のQ爽並に3次有効度に関する諮功の数億

＼ mixtureof.both

1I,B'dichl;ropropFneLco-pounds'o1.I1)

ニ硫化淡苅

早-1 g

抵抗性の筏準偏差 q

甲 虫 能 率 tld

中 也 致 死 丑 (L･I)-50)m
有効致死丑(Lp-99.865)d=tn+30･

中位細枠有効圧 eo;=1/znxlOOO ′

租 対 材 劾 匪10ヨ1/dxlOOO

1.24r 1.76

中 位 懲･丑 ノE｡ヲ､a｡Ido
ll･劾 餌ノ丑 .E…古川 ■･

ヽ

･★♀吉の平均伍を1とし七此故レた

/欝 8衣に明かである株に'_中位質量,有効常畳

並に回田方位式の傾きを示す殺虫能率に於で1･2-
ソ ,E, (I

dichlo'rJopropcncは二硫化米素よりも精々俊秀な′
畿虫効力示し'浪合物の効力はその大凡14に'而

して鼓に数理統計由批鹿 野 るk到らなかった

が r2･2-dichloropr,opanca?効力は更に蓮しく低1
下する･ ノー l

此等の事質並に上述ゐ ′C;tcr氏の得た結果か

ら次のと主力鞘 摘せられ声･･dichlor_oprdpeneとJ

dilchloropropalneの混合液甲殺虫力の優勢陸は主
として dic-hl｡r｡pr.JB｡n占に依存する. 又dich･

4)紫 の結果は第-2並に軍帽 ゐとお咋 ･'1･2

1'-dichloropropene′や 役虫カは二硫化米系のそれ

より精々大であD,混合物は1こ2-dichloropropcne

の 5i,-2･2-.di頑 oropropaneの効力は更に甚しく

低下することを詔4)た/ ､＼
＼ / 一二

loroprop蕪 の5塩の異性体の中最高沸点物でも .,. I
-.-

'､i
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文 ＼(･･ 獣 .

1･Carter;J･.Ecoll･Iht.'38'85,I(1945)-

2･HassctIll;Illd･EIlg･Chcm.'28,I

1178'(1936) ∫
3)FenneetaL;J･Amcr∴ Chcm.'･Soci･'

･59'2435･(1938) ･ ,

4)Friedeletal;＼Zei.tschriftfarChmiC',～

635,,(1871)
＼

′

■ヽ一一

6･Fricdelctal一;′Jahrcsbcrishtubcrdie ･,

Fortschrittede主Chemie,322,(1872) /1
6･Abbot,IJ･.Econ･:Ent.,18',265;(1925)＼

17磨 .竺ualr9t.;,J(i9;8h,arm･andPharmん･/㌔

8:大軌 長滞,.′防虫科嬰7･8.9.,/-1,(】947} 伊

9･Bliss;AnnJappi.Bi81.,〈134,:34,(1935)

･一10･内田･布川,･防虫科嬰7･8･9･′r16,(1947) 1

■

1 ㌦R68qm台,
/

･･1･2-die-hloropiopenoand･2･21dichloroprbpanc･.were.きynthesizedIforl･thei,urposcofもdm･/

parin貞.theinsecticidalprdpcrticsofthtsccdmpounds.appliedaloneandofthcmixtrure,

0- etwo･ l ./J /
The去ice･wceviL(Calandraoryzae･L･)wereexposed/tothc･.gasesOfvariouscohcenti ,

rationsfor･48hrs.at30oC,andtherelationbもtweenth-cconccntmtI'onland'tlふmorta.

li'ty･wasexamine/d･ -/ ･ , -II∫

ThecffectivcncssofthePgCnt8W･CTelap.prcciatedbased̀′hpo占thcrehtivevaluessuch ＼l

ASthemcd王ancquivale血,theeffectivecquivalcntctc･-tothe lethaleLfcctofcarbon
＼ 一

bistllphideu等Cdasthecontrol･ J-■

Fron'thc､rcsuL.tsFgiven in'llables2and!3'itisconcluded asfollows.'1･2-dichlorq･′ / I
l'rOPCneissll･ghtlymorepwerful､thancabonbisulphide:the.miⅩture′iSabouthalfas

～C脆ctivcasl･2-dichlorpropene:ー叫d212⊥dichlor.opropaneisfarlesstoxic.thantheothers.II /

･CrakeiLaboratory,InstituteforChemicalmBCarChKyotoUniversity.)
Iヽ. ･lL＼＼

一 ､防虫科重美7･′8･.9合併'班正誤表

･謀 正

中失適 ･E.=d｡Iid. 中央整正･E｡主E;/d｡̀

有観15丘 , .e=dLd/ 有効尊正 eコdld'､

･･叫 叫 methrhcthcrと β･hpllthyimcthyhether!の降 墾 神 学.1.-.__I. ■ヽ
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慕

. わっている.I.

潤 . 互いは図が入れ替わっている,I/

HT, 5 図 .
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69 左列6行口 ､ 穴放巾には

60 左列8行目

61 台列3幅 日
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